
 

令和６年度「尾道版『学びの変革』推進事業」に係る  

研究推進実施計画書  

                

  尾道市立栗原中学校 校長 本安 公範  

 

１ 学校経営構想  （別紙）  

  学校経営目標  

「栗原に愛着と誇りを持つ」  

～一人一人の知恵と行動を結集し，笑顔で一丸となる教職員集団～  

  スクールミッション  

主体性と規範意識を身に付け，心を育てる小中連携教育の推進  

  育てたい生徒像  

○  周りから応援される生徒  

○  自分自身が好きで，仲間を大切にし，人の痛みがわかる生徒  

○  栗原が好きで，愛着と誇りを持てる生徒  

○  夢や志を抱き，自ら学び，考え，判断し，主体的に行動できる生徒  

 

２ 教育研究構想  （別紙）  

 

３ 研究の概要  

（１）研究主題・副題  

 

 

本校において，「未来に向けてよりよい選択をする」とは，最善解を求め，自

ら考え，決定し，実行していくという意味である。そのためにも，日々の授業

や行事等の中で，これまで培ってきた思考力・判断力を活用し，「問い」に対す

る自分なりの「解」を明確にもつことが大切であると捉えている。  

 

（２）研究主題の設定理由  

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙様式  

未来に向けてよりよい選択をする生徒の育成  

～ 生徒全員が生き生きと取り組む「個別最適な学び」を通して  ～  

昨年度までは，「思考力・判断力・表現力等の育成」を目指して各教科等

で単元開発を実施するとともに，スクールミッション「主体性と規範意識を

身に付け，心を育てる小中連携の推進」を踏まえ，全教職員による研修や，

一人一授業研究の取組を行ってきた。  

成果としては，教職員の意識改革につながり，その結果として授業改善が

図られ，生徒の意欲の向上につながったことが挙げられる。一方で，課題と

しては，ＩＣＴの効果的な活用や，一人一人の実態（特性）に応じた丁寧な

指導が不十分だった点等が挙げられる。  



 

 

 

 

 

（３）研究のねらい  

 

 

（４）研究仮説  

 

 

 

 

（５）研究内容（研究の方向）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）検証の指標  

 

 

 

 

 

（７）到達目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別最適な学び」を意識した授業改善を学校全体で行うことを通して，

生徒の学習意欲の向上と基礎学力の定着を図る。  

 

生徒一人一人の実態に応じて，「個別最適な学び」を意識した授業改善

を学校全体で進めることができれば，生徒が主体的に判断し，意欲的に

学習に取り組むとともに，生徒の基礎学力が向上するであろう。  

 

①  生徒一人一人の実態を把握する。  

 ・個別の支援計画，指導計画の作成及び活用  

 ・校内研修会（情報共有）の定例化（生徒理解・事例研修）  

②  「個別最適な学び」を意識した授業改善を学校全体で進める。  

 ・ＩＣＴの活用  

・指導の個別化  

 ・学習の個性化  

①－１  個別の支援計画及び指導計画の作成  

①－２  校内研修会の実施  

②－１  生徒意識調査  

②－２  教職員意識調査  

 

①－１  個別の支援計画及び指導計画の作成  

   ⇒  作成必要な生徒 １００％  

①－２  校内研修会の実施  

   ⇒  月１回以上の実施  １００％  

②－１  生徒意識調査／各種学力調査  

   ⇒  肯定的評価  ８０％以上  

   ⇒  全国平均を上回る  １００％  

②－２  教職員意識調査  

   ⇒  肯定的回答  ９０％以上  

      ⇒   

 

今年度は，広島県教育委員会から「特別支援教育の考え方を生かした個別

最適な学び推進プロジェクト校」の指定を受け，特別支援学級の指導の充実

を図るとともに，通常の学級を含む学校全体で特別支援教育の考え方を生か

した授業改善に取り組むことにより，学校教育の質の向上を図る。  



４ 指導・助言者  

 

 

 

 

 

５ 研究計画  

月日   研  究  内  容  講    師  

４月１日

（月）  

栗原中  

第１回  

校内研修  
令和６年度学校経営全体構想  校   長  本安  公範  

４月４日  

（木）  

栗原中  

第２回  

校内研修  

令和６年度教育研究構想  

今年度の教育研究について  

校   長  本安  公範  

研究主任  岡野  有希  

４月２４日  

（水）  

栗原中  

第３回  

校内研修  
「個別最適な学び」について  広島県教育員会指導主事  

５月１５日  

（水）  

栗原中  

第４回  

校内研修  
「特別支援教育」について  広島県教育員会指導主事  

５月２２日  

（水）  

栗原中  

第５回  

校内研修  
「授業改善の在り方」について  広島県教育員会指導主事  

６月１２日  

（水）  

栗原中  

第６回  

校内研修  

校内研究授業  

全体研修  

授業研究  ５校時  

研究協議  ６校時  

尾道市立大学  信木伸一教授  

尾道市教育委員会指導主事   

６月１９日  

（水）  

栗原中  

第７回  「ＩＣＴの活用」について  広島県教育員会指導主事  

７月８日  

（月）  

栗原中  

第８回  

校内研修  

校内研究授業  

全体研修  

授業研究  ５校時  

研究協議  ６校時  

尾道市教育委員会指導主事   

夏季休業中  
第９回  

校内研修  

１学期まとめ・２学期に向けて  

生徒アンケート分析  

授業公開に向けて  

研究主任  岡野  有希  

９月１１日  

（水）  

栗原中  

第１０回  

校内研修  
授業公開に向けて  

校   長  本安  公範  

研究主任  岡野  有希  

９月１８日  

（水）  

栗原中  

第１１回  

授業公開  
授業公開並びに協議  

尾道市立大学  信木伸一教授

広島県教育員会指導主事  

尾道市教育委員会指導主事  

氏   名  所属・職名等  備  考  

信木 伸一  尾道市立大学教授  学校関係者評価員  

平川 真衣  広島県教育委員会・指導主事   

中川 夏実  尾道市教育委員会・指導主事   



１０月１６日 

（水）  

栗原中  

第１２回  

校内研修  
「個別最適な学び」について  広島県教育員会指導主事  

１１月２０日 

（水）  

栗原中  

第１３回  

校内研修  
「個別最適な学び」について  広島県教育員会指導主事  

冬季休業中  
第１４回  

校内研修  

２学期まとめ  

生徒アンケート分析  

検証問題の結果分析  

研究主任  岡野  有希  

時期調整中  

栗原中  

第１５回  

初任者研修  

校内研究授業  

初任者研修   

研究授業  ５校時   

研究協議  ６校時  

・授業改善について  

尾道市教育委員会指導主事  

時期調整中  

栗原中  

第１６回  

２年目研修  

校内研究授業  

２年目研修   

研究授業  ５校時   

研究協議  ６校時  

・授業改善について  

教   頭  松浦  淳  

研究主任  岡野  有希  

時期調整中  

栗原中  

第１７回  

６年目研修  

校内研究授業  

６年目研修   

研究授業  ５校時   

研究協議  ６校時  

・授業改善について  

教   頭  松浦  淳  

研究主任  岡野  有希  

時期調整中  

栗原中  

第１８回  

中堅研  

校内研究授業  

中堅研   

研究授業  ５校時   

研究協議  ６校時  

・授業改善について  

校   長  本安  公範  

研究主任  岡野  有希  

10 月～ 2 月  校内授業研究  
一人一授業研究  

指導案を作成し，研究授業を行う  

教   頭  松浦  淳  

研究主任  岡野  有希  

２月  

栗原中  

第１９回  

校内研修  

研究のまとめ  

来年度に向けて  

校   長  本安  公範  

研究主任  岡野  有希  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和６年度「尾道版『学びの変革』推進事業」に係る  

研究推進予算計画書  

                

  尾道市立栗原中学校 校長 本安 公範  

 

費    目  
金額  明         細  

節  細節  

 

報償費  

講師報償費  

①  

２３，０００円  

 

①尾道市立大学 信木伸一 教授（９月） 

５，７５０円×４時間  

 

報償費小計  ２３，０００円   

 

旅 費  

講師旅費  

①  

０円  

 

①尾道市立大学 信木伸一 教授（９月） 

視察旅費  

③  

４６，６２０  

      円  

③先進校視察（１月）  

関西方面学校視察  

（新幹線利用，日帰り）15,540×３人  

旅費小計  ４６，６２０円   

合 計  ６９，６２０円  

 

※報償費、旅費合わせて７万円以内の予算内で計上してください。  

 

別紙様式１  


